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「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

兵
庫
県
知
事
選
挙
（
７
月
21
日
投
開
票
予
定
）
ま
で
、
あ
と
４
ヵ

月
と
な
り
ま
し
た
。 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
３
月
17
日
、
県
下
20
ヵ
所
で
い
っ

せ
い
宣
伝
に
取
り
組
み
、
「
人
に
や
さ
し
い
兵
庫
県
政
」
へ
の
転
換
を

県
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

の
り(

憲)
 

 

の
り(

法)
 
 

 
 
 

コ
ラ
ム 

但
馬
で
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
が
目

撃
さ
れ
だ
し
た
の
は
１
９
９
４
年
５
月
。

全
国
に
７
本
の
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る

が
、
島
根
〜
広
島
〜
鳥
取
〜
岡
山
〜
兵
庫

の
５
県
46

市
町
村
（
当
時
）
の
ル
ー
ト

は
「
ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
94
年
か
ら
11
年
12
月
ま
で
に
４
５

２
日
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
低
空
飛
行
は
、
敵
地
に
百
〜
数

十
㍍
の
超
低
空
で
攻
め
入
る
訓
練
で
、
爆

音
に
子
ど
も
が
驚
い
て
高
所
か
ら
転
げ
落

ち
た
、
自
治
体
の
会
議
が
中
断
し
た
な
ど

の
被
害
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

オ
ス
プ
レ
イ
に
よ
る
低
空
飛
行
は
、

こ
れ
ま
で
の
戦
闘
機
と
は
比
べ
物
に
な
ら

な
い
危
険
を
作
り
出
し
て
い
る
。
公
立
豊

岡
病
院
を
拠
点
に
運
用
さ
れ
て
い
る
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
、
11

年
度
だ
け
で
１
２
５

４
回
も
出
動
し
て
い
る
。
運
航
範
囲
内
に

は
朝
来
市
40
カ
所
、
養
父
市
45
カ
所
の

離
着
陸
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
傍
若
無

人
の
低
空
飛
行
訓
練
を
行
う
米
軍
機
の
飛

行
ル
ー
ト
と
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
。 

兵
庫
県
知
事
名
で
防
衛
大
臣
宛
に
出

さ
れ
た
「
要
請
書
」
は
「
兵
庫
県
で
訓
練

が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
情
報
の
提
供
を
」

と
す
る
だ
け
で
、
他
の
自
治
体
の
よ
う
に

飛
行
中
止
を
要
求
す
る
態
度
を
と
っ
て
い

な
い
（
沖
縄
県
知
事
・
県
議
会
・
県
内

41

市
町
村
す
べ
て
の
首
長
・
議
会
、
全

国
知
事
会
、
低
空
飛
行
訓
練
空
域
の
１
６

４
自
治
体
で
反
対
決
議
）
。 

米
軍
が
事
前
に
飛
行
計
画
を
通
知
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
も
い
つ
出
動
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な

い
の
だ
か
ら
安
全
確
保
の
た
め
に
は
米
軍

機
の
飛
行
中
止
し
か
な
い
の
は
明
白
だ
。

姫
路
港
に
３
度
に
わ
た
り
米
軍
艦
の
寄
港

を
容
認
し
た
兵
庫
県
知
事
は
、
今
度
は
、

兵
庫
県
の
空
も
米
軍
の
思
う
ま
ま
に
飛
行

さ
せ
県
民
の
安
全
を
危
う
く
す
る
の
か
。 

 
 
 
 
  

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  

（
Ｋ
） 

 

神
戸
元
町
・
大
丸
前
で
は
、
田
中
耕
太

郎
代
表
幹
事
の
司
会
で
９
人
が
リ
レ
ー

ト
ー
ク
し
ま
し
た
。 

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
こ
ね
っ
と
・
岸
輝
彦
さ
ん 

 

「
毎
週
金
曜
日
の
関
電
神
戸
支
店
前
の
行

動
は
37
回
と
な
り
、
参
加
者
は
の
べ
４

０
０
０
人
を
超
え
た
。
兵
庫
か
ら
原
発
ゼ

ロ
、
核
兵
器
ゼ
ロ
を
発
信
す
る
知
事
を
」 

 

新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部 

事
務
局

次
長
・
由
利
美
香
さ
ん 

「
こ
ど
も
医
療
費
は
県
民
の
運
動
で
少
し

ず
つ
改
善
さ
れ
て
い
る
が
、
全
国
か
ら
み

る
と
ま
だ
遅
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
へ

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料
化
の
実

現
を
」 

 

兵
庫
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合 

書
記
次

長
・
松
岡
敦
之
さ
ん 

「
県
内
過
半
数
の
市
町
が
反
対
ま
た
は
慎

重
に
と
言
っ
て
い
る
県
立
高
校
の
通
学
区

拡
大
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
生

徒
、
保
護
者
に
大
き
な
負
担
と
な
る
通
学

区
拡
大
は
ス
ト
ッ
プ
を
」 
 

兵
庫
県
保
険
協
会 

副
理
事
長
・
武
村
義

人
さ
ん
（
「
会
」
代
表
幹
事
） 

「
県
医
師
会
も
反
対
し
て
い
る
こ
ど
も
病

院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
は
見
直
す

べ
き
。
18
年
前
の
大
震
災
で
市
民
病
院
は

機
能
し
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
」 
 

自
由
法
曹
団
兵
庫
県
支
部 

事
務
局
長
・

松
山
秀
樹
さ
ん
（
「
会
」
代
表
幹
事
） 

「
兵
庫
県
は
18
年
前
の
震
災
被
災
者
を
公

営
住
宅
か
ら
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

『
つ
い
の
す
み
か
』
か
ら
の
追
い
出
し

は
、
公
営
住
宅
法
か
ら
も
憲
法
の
生
存
権

か
ら
も
お
か
し
い
」 

 

兵
庫
県
労
働
組
合
総
連
合 

議
長
・
津
川

知
久
さ
ん 

「
県
内
で
働
く
人
の
37
％
２
４
０
万
人
が

非
正
規
労
働
者
、
若
者
で
は
49
％
に
も
な

り
、
き
び
し
い
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
非
正
規
労
働
者
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
る 

大
企
業
へ
青
天
井
の
補
助
金
を
渡
す
県
政

を
変
え
よ
う
」 

 

原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会 

事
務
局

長
・
梶
本
修
史
さ
ん 

「
但
馬
で
は
米
軍
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練

が
繰
り
返
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
危
険

に
さ
ら
し
て
い
る
。
そ
の
上
オ
ス
プ
レ
イ

も
訓
練
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
県
は
中
止

を
求
め
て
い
な
い
。
知
事
は
飛
行
訓
練
中

止
の
立
場
に
た
つ
べ
き
」 

 

日
本
共
産
党
兵
庫
県
委
員
会 

書
記
長
・

松
田
隆
彦
さ
ん 

「
県
民
の
切
実
な
願
い
、
声
を
聴
か
な
い

人
に
、
兵
庫
県
政
を
ま
か
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
冷
た
い
県
政
か
ら
、
県
民
の

み
な
さ
ん
と
心
が
通
う
新
し
い
兵
庫
県
政

を
」 

 

田
中
耕
太
郎
「
会
」
代
表
幹
事 

「
知
事
選
挙
は
、
落
ち
込
ん
だ
兵
庫
の
経

済
を
立
て
直
し
、
県
民
の
生
き
る
希
望
が

持
て
る
県
政
に
す
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
。
福
祉
・
生
活
重
視
と
き
め
細
か
い
公

共
事
業
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

進
め
て
、
仕
事
と
雇
用
を
増
や
し
、
経
済

を
上
向
か
せ
る
県
政
を
実
現
し
よ
う
」 



「
住
民
本
位
の
自
治
体
を
つ
く

る
兵
庫
区
の
会
」
結
成 

 

 

「
兵
庫
区
の
会
」
は
３
月

19

日
夜
、

「
住
民
本
位
の
兵
庫
区
の
会
」
準
備
会
と

共
催
で
、
「
住
民
本
位
の
自
治
体
を
つ
く

る
兵
庫
区
の
会
」
学
習
・
結
成
総
会
を
開

き
47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

新
た
に
結
成
さ
れ
た
「
兵
庫
区
の
会
」

は
、
７
月
の
県
知
事
選
挙
、
10
月
の
神
戸

市
長
選
挙
に
向
け
、
「
兵
庫
・
憲
法
県
政

の
会
」
及
び
「
あ
っ
た
か
神
戸
の
会
」

（
準
備
会
・
３
月
29
日
結
成
予
定
）
の
地

域
の
会
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
当
面
の
活

動
と
し
て
、
①
参
加
団
体
で
県
政
、
市
政

の
学
習
会
、
小
集
会
を
開
催
す
る
。
３
月

29

日
「
あ
っ
た
か
神
戸
の
会
」
結
成
総

会
、
４
月

26

日
「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の

会
・
２
０
０
０
人
の
つ
ど
い
」
へ
の
参
加

を
強
め
る
、

②
団
体
構
成

員
に
両
会
の

ニ
ュ
ー
ス
を

増
刷
し
て
届

け
る
こ
と
、

な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。 

総
会
に
先

立
ち
、
兵
庫

県
自
治
体
問

題
研
究
所
の

小
田
桐
功
事

務
局
長
と
共

産
党
大
瓦
鈴

子
市
会
議
員

を
講
師
に
県
政
、
神
戸
市
政
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。 

 

 「変えよう！兵庫県政」 第１２号 ２０１３年３月２５日（２） 

人にやさしい兵庫県政へ 

 

大倉山 神戸文化大ホール 
      （ＪＲ神戸駅から１０分 私鉄高速神戸駅から８分） 

４月２６日（金）１９時 
                 （１８時３０分開場） 

すべての加入団体、地域の会

が県民の中に打って出よう 
 ３月１７日の一斉宣伝は、県下２０ヵ所で取り組まれました。 

 「安倍首相は危険、がんばって」とカンパ、「県立こども病院の

ポートアイランド移転反対の署名に反応高い」などの報告が寄せら

れています。一方で知事選挙があるのを知らない、住民に県政と暮

らしが結びついていないなど、もっと県民の中に打って出る重要性

が明らかになっています。 

 

「
長
田
の
会
」
体
制
強
化
、
４

月
26
日
参
加
を
論
議 

「
長
田
区
の
会
」
は
17

日
午
後
、
大
正
筋
商
店
街

で
６
団
体
20
人
が
参
加
し

て
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
21
日
に
は
体

制
の
強
化
な
ど
を
目
的
に

会
議
を
開
催
し
７
団
体
８

人
が
参
加
。
「
兵
庫
・
憲

法
県
政
の
会
」
か
ら
知
事

選
挙
を
め
ぐ
る
状
況
と
取

り
組
み
の
到
達
な
ど
の
報

告
を
受
け
、
次
回
会
議
を
４
月
９
日
に
開

催
し
、
４
月
26
日
「
２
０
０
０
人
の
つ
ど

い
」
へ
の
参
加
を
強
め
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。 

「消費税増税は必要」と県知事回答 
「３．１３県実行委員会」要請   

 兵庫県知事は、消費税増税に反対することなどを求め

た「３．１３県実行委員会」に対し、「消費税・地方消

費税は、… 今後も増嵩（ぞうすう）する社会保障財源

として確保されたものであり、安定的な社会保障給付を

行う上で必要なもの

と考えています」と

回答しました。 

 日本経済を回復さ

せるには、国民のふ

ところを温める政策

に転換することが求

められています。 

知事の消費税増税の

立場は、増税による

県民生活、地域経済

への打撃を考慮せ

ず、国民本位の景気

回復に真っ向から反

するものです。 
自民党県連前をデモ行進「３．１３中央区行動」 

オ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ン
パ
ー
で

宣
伝
（
垂
水
区
の
会
） 

「
市
長
選
挙
の
会
」
と
コ

ラ
ボ
宣
伝
（
伊
丹
の
会
） 

こ
ど
も
病
院
署
名
へ
の
反

応
高
い
（
灘
区
の
会
） 

原
発
も
核
兵
器
も
Ｎ
Ｏ
（
３
月

10

日
「
あ

れ

か

ら

２

年

集

会
」
） 

「
原
発
再
稼
働
推

進
」
で
は
な
く
、
兵
庫
か
ら

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
発
信
を 


